
KN-560　動物実験用遠赤外線保温装置

【使用目的】

ミニブタやイヌなどの保温に使用します。

設置場所に応じて、スタンド式や固定式をご選択いただけます。モニタリングを行う際は

「KN-91-AD1687 動物体温記録計 ( マウス用・ラット用 )」（別売）を使用して体温を確認することが

できます。

全身麻酔をすると中枢神経系が抑圧され調節機能が低下し体温が低下しやすくなります。

体温低下が長引くことによる動物への負担を避けるため、また麻酔からの回復を早めるためにも、

体温の管理が必要となります。

【使用方法】

動物の体温調整は KN-91-AD1687 動物体温記録計を用いて直腸温を測定し、遠赤外線保温装置本体の

照射をコントロールして使用致します。高さ調節ができ、角度調節機能付きです。

機種 A ： スタンド式 （移動可能）

機種 B ： 壁またはケージ外枠取付式 （固定）

頭部 脚部

W890×H160×D155 ㎜

角度調節 ：上下 45°

直径 ： 600 ㎜
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